
令和元年第５回鹿角市議会定例会 一般質問 

 

□質問順位及び質問所要時間 
９月 ９日（月）午前１０時～  １ 兎 澤 祐 一 議員 （６０分） 

   ２ 田 中 孝 一 議員 （３０分） 

   ３ 成 田 哲 男 議員 （３０分） 

                              

  ９月１０日（火）午前１０時～ ４ 金 澤 大 輔 議員 （３０分） 

                 ５ 中 山 一 男 議員 （３０分） 

                 ６ 倉 岡   誠 議員 （３０分） 

                 

□質問時間割当表 

10:00           11:00  11:10    11:40             13:00    13:30  
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（月） 

兎澤祐一 

(60 分) 
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休 憩 

成田哲男

(30 分) 
     

 

10:00  10:30 10:40    11:10 11:20    11:50 

９月１０日 

（火） 

金澤大輔 

(30 分) 

休

憩

10

分

間 

中山一男 

(30 分) 

休

憩

10

分

間 

倉岡 誠 

(30 分) 
     



令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 兎澤 祐一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ 消費増税への対応について 

 

① 幼児教育無償化がスタートするが、子育てのための施設等の利用や 0 歳～2 歳児の無償化に該当す

る子供への対応について伺う。 

 

② 高齢者の肺炎球菌ワクチンへの助成の延長について、今までの実績と今後の対応について伺う。 

 

③ 流行の兆しを見せている風疹についても助成の延長が図られるが、市民全体の接種の状況と特に現

在 39 歳～56 歳の接種状況と今後の対策について伺う。 

 

④ 産前産後の国民年金保険料の免除の周知について伺う。 

 

⑤ 保育士の処遇改善を 4月から図っているようだが、実態はどのようになっているのか伺う。 

 

⑥ 本年 6月から、高齢者の介護保険料の軽減を図っているようだが、対象人数及び軽減割合について

伺う。 

 

⑦ 児童扶養手当が、今後年 3回から年 6回になり、未婚児童扶養手当受給者に特別給付金を給付する

ようだが、その内容と周知について伺う。 

 

⑧ 介護職員への処遇改善として，賃金を上げるとの事だが、介護職員の処遇など市当局ではどのよう

に把握し指導しているのか伺う。 

 

⑨ 軽減税率がスタートするが、市内小売店の複数税率のレジ導入の実態はどのようになっているの

か。また、キャッシュレスへの対応はどのようになっているか伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 兎澤 祐一 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

２ 防災減災対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 海洋プラスチック対策について 

 

 

４ 畜産の病気対策について 

 

 

 

 

 

 

 

５ 高齢者等への対策について 

 

 

① 市内インフラの総点検の状況と対策状況（道路・橋等）について伺う。 

 

② ブロック塀への補助金の実績と、総点検で確認した箇所の実態及び今後の対策について伺う。 

 

③ 避難路周辺の耐震化されていない建物の実態と今後の対策について伺う。 

 

④ マイタイムラインを市民全体で作成し、市民の災害への意識の醸成を図ることはできないか伺う。 

 

⑤ 災害時備蓄品について、現在の取り組みとともに、新たな備蓄品への取り組みはできないか伺う。

（液体ミルク等） 

 

① 現在、全世界で問題となっている海洋マイクロプラスチックについて、河川流域圏でも取り組みを

推進することとなっているが、今後の取り組み、対策について伺う。 

 

① 近年、牛のＥＢＬやヨーネ病が年々増加しているが，現在の対策はどのようになっているのか、検

査体制も含めて伺う。 

 

② 養豚や養鶏なども心配されるが、飼育管理などや助言指導などはどのようになっているのか伺う。 

 

③ 近年、農場におけるＨＡＣＣＰ方式を活用した衛生管理の推進をしているようだが、鹿角市内の畜

産農家の現状と今後の取り組みについて伺う。 

 

① 75歳以上の一人暮らしや高齢者世帯に対し、定期巡回・随時対応型訪問介護・医療の実施とそれを

実施する人材の確保を推進してはどうか伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 兎澤 祐一 質問所要時間 60分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 ② 地域生き活きサロン開催の現状について伺う。また、市内全域に広げてはどうかと考えるがいかが

か。（推進する人材の確保も含めて） 

 

③ 認知症に対する対策については高齢者はもとより、若年層まで増加している。「認知症チェッカー」

の普及啓発と相談体制の強化を図るべきと考えるがいかがか。 

 

№3 



令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 田中 孝一 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 農業振興対策について 

（１）農業産出額について 

 

 

（２）農業労働力の確保について 

 

 

 

（３）スマート農業について 

 

 

 

２ 福祉対策について 

（１）老人福祉施設及び介護士に 

ついて 

 

（２）高齢者虐待について 

 

 

３ 自殺予防対策について 

 

 

 

４ 少子化対策について 

 

① 本市での農業産出額の推移における、米、畜産、畑作、果樹等の主要品目の拡大振興策での課題を

どのように捉えているのか。また、今後の取り組み施策について伺う。 

 

① 高齢化や就農人口の減少で労働力不足が課題として、国内農業の競争力強化が求められている。本

市としても厳しい状況にあり、喫緊の課題として取り組む必要があると思われるがどのように考えて

いるのか伺う。 

 

① 計画的な安定出荷、作業の進捗の管理、最先端の農機も活用し、作業の省力化を目指すとされる、

ロボット技術や人工知能を活用した「スマート農業」の効果を検証する事業が進められているが、本

市としても情報を得ながら、他市に先駆けて検証する事業に取り組む考えはないか伺う。 

 

 

① 団塊の世代が後期高齢者となる数年後は、福祉介護の対応施策が心配されることから、本市の老人

福祉施設や介護士の実態はどのような状況にあるのか。また、今後の取り組みについて伺う。 

 

① 高齢者に対する虐待が多発しているが、本市の状況及びそれに対する対応はどのような状況にある

のか伺う。 

 

① 高齢者などを重点に5年後の自殺者ゼロを目指すとして市民から意見を募るとした取り組みをして

いるが、本市における自殺者の状況について、また、市民からの意見はどのようなものがあるのか伺

う。 

 

① 総務省のまとめで、子供の数が38年間連続して減少し、秋田県の子供の割合が8年間連続で全国最

低となっている。本市としても少子化対策事業を実施しているが、これまでの成果と今後の取り組み

について伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 田中 孝一 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

５ 防災対策について 
（１）防災組織の育成、地域防災体

制について 
 

 

① 近年、自然災害等による被害が多発しており、命に関わる危険な実情も見受けられることから、防

災組織の育成と地域防災体制の強化が必要と思われるが、本市の自治会の防災組織、地域防災体制は

どのような状況にあるのか。また、防災組織体制のない地域をどのように指導していくのか伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 3 質問者 成田 哲男 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ ふるさと納税について 

 

 

 

 

２ 中心市街地活性化プランについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ かづのプレミアムツアーについ

て 

① 7月末現在の昨年同期と比較し、件数、金額とも2倍以上となっているが、どのように分析している

か伺う。 

 

② 返礼品として、県内では初の「電子感謝券」を導入したが、具体的な内容について伺う。 

 

① コモッセ、あんとらあ等を含めた、エリア内のまち歩き観光ルートは、どのようなものがあるのか

伺う。 

 

② 旧関善酒店をまち歩き観光の拠点としているが、そこからまち歩き観光へつなげる形はできている

か伺う。 

 

③ 歴史民俗資料館の管理、運営状況について伺う。 

 

④ 鹿角花輪駅前広場整備事業で、声良鶏の銅像が歴史民俗資料館に移設される計画であるが、今後、

銅像も含めて資料館をまちなか観光にどう生かしていくのか伺う。 

 

① 黄金プランは当初より増えて45人の参加であったようだが、参加者の感想などについて伺う。 

 

② 満喫プランについて、予約はあったものの人数不足のため中止となったようだが要因は何か伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 金澤 大輔 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ よつぎ小との都市農村交流事業

について 

（１）継続と方向性について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）市民の認知度と受け入れ先確

保の取り組みについて 

 
 
 
（３）事業がもたらす効果について 

 
 

 

 

① 30 年以上続いているこの事業について、ここまで長く続けられているのは関係者各位の努力の賜物

であり、とても素晴らしいことだと思う。このままできる限り長く続けてほしいと考えるが、ただ交

流を続けることを目的として続けていくのか。今年度、小坂町と北秋田市とにかほ市が教育留学を実

施している。本市でも、この長年の友好関係を生かして、教育留学や以前にも質問したようなデュア

ルスクールといった取り組みも視野に入れてもいいのではと考えるが、この事業の方向性についての

考えを伺う。 

 

② 長年の交流を続けて、縁を深めているのは四つ木地区ではあるが、協定を結んでいるのは葛飾区と

いう広範囲である。関係人口が地域と地域や、人と人を結びつけるという考えなのであれば、四つ木

は特別という位置づけであると思うが、さらに四つ木以外の葛飾区内の学校と交流を広めるという考

えはないか伺う。 

 

① 私自身が受け入れ先となって今年で3年目になるが、毎年受け入れ側の件数が減っていると感じる。

特に若い世代が減っている。この先の継続を考えれば、若い世代の受け入れ先確保にも取り組んだほ

うがいいと考えるが、そういった取り組みは現在されているのか。また、どのような取り組みを考え

ているのか伺う。 

 

① 本事業は、関わる人たちを多くすることによって、関係人口を増やすことにつながる。たくさんの

人たちが関わることによって、受け入れ側の負担も少し減るのではと考える。そういった意味では「自

治会」が条件が揃っていると考える。会館をベースに受け入れをすれば、よりたくさんの人たちが関

わることができるほか、11 月に四つ木地区で行われる食の交流祭りにも、自治会で物産品をまとめて

販売できるということにすれば、受け入れる側にもメリットも出ると考える。自治会単位での受け入

れを勧めてみてはどうかと思うが、考えを伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 金澤 大輔 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

２ 地域コミュニティー活性化につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 産科医療について 

① 自治会組織の担い手不足が叫ばれている。青年部や女性部が既になくなっている所も増えてきてい

る。原因はいろいろあると思うが、伝統を重んじるあまり、時代の流れにそぐわない形となってきて

おり、それがマンネリ化と捉えられてきているのではと思う。少子高齢化等の進行による機能と活力

の低下を改善し、活性化させるための策として、自治会同士の広域連携を推奨するのはいかがか。本

市では、花輪・十和田・八幡平・尾去沢と、自治会の前に地域という大枠がある。その枠を越えて、

自治会同士が姉妹都市のような提携をすることにより、人手不足や限界集落の孤立化を防ぐことにつ

ながり、新たな交流と市内の関係人口を増やすことにつながるものと考える。市が推奨し、積極的に

つながりを増やそうとする自治会に補助するなどにより、コミュニティーの活性化につながると思う

が、検討する考えがあるか伺う。 

 

② 市の事業ではないが、縮小傾向にある各地域の市民行事、運動会や野球大会なども、広域で取り組

んではどうか。例えば市民運動会は花輪・八幡平・尾去沢・十和田とそれぞれの地区で開催している

が、総合運動公園を会場に全地域を集め、大市民運動会を開催できないか伺う。 

 

① 医師確保ももちろん大事だが、当面は呼びかけと探すという、待つしかない状況であるという現状

である。現実問題としてすぐにでも取り組めるものに、産前・産後ケアがあると考える。妊婦さんや

家族の不安は大館という距離だけでなく、知識のある人たちによるフォローやケアが行われるのかで

はないかと考える。大館市立総合病院は、抱えるエリアが広域である弊害により病床が不足し、距離

の不安を考えての早期入院ができない状況にある。それを踏まえ市ではホテルの宿泊費を補助してい

るが、結局判断は不安な妊婦さんに任せてしまう事でしかなく、それでは不安や安全は解消されない

と考える。そこで、大館の市立病院近くの空き物件などを市で借り、産科経験者を市で雇用し常駐し

てもらい、昔で言う産婆さんが面倒を見るような、産婆民宿のようなケアはできないものか。または、

それに準じたようなケアはできないものか、考えを伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 金澤 大輔 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

４ スポーツツーリズムについて 

（１）スキーと駅伝のまちをもっと

ツーリズムに生かせないか 

 

 

 

 

 

 

５ 請願「鹿角市版「働き方改革」

の実現について」のその後につい

て 

 

① 最近では、スポーツの大会を利用した宿泊や観光効果を意味するスポーツツーリズムや、それを中

心とした地域活性化策の推進役である、地域スポーツコミッションの増加に期待を寄せられている。 

 市内で開催されている大会に、もっとたくさんの参加者を呼び込むために、各種スポーツ大会におい

てハードルを下げた「一般枠」を新設できないか。本市では駅伝大会を実施している地域もあり、お

盆に行われる町廻り駅伝には一般チームも多数参加している。例えば、十八駅伝の女子のコースを使

った「一般枠」を新設するなど、スポーツ大会でよりたくさんの人を本市に呼び込む取り組みができ

ないか、考えを伺う。 

 

① かづの飲食店組合連合会から提出され、2年前の平成29年9月に採択された鹿角市版「働き方改革」

の実現についてだが、処理経過及び結果では、請願事項について、「早急な体制構築は難しいものの、

国のガイドラインなども参考としながら、異業種・他業種の連携も視野に方針を検討していく」とあ

った。あれから2年経過しているが、現場では何も進展がない状況から、「モデル事業として、1社で

もいいから副業解禁を市の方から働きかけてもらえないか」と悲痛な声が届いている。指針を作る上

での実験として、市の方から企業に働きかけてマッチングさせることはできないか、考えを伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 中山 一男 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ ふるさと納税について 

（１）ふるさと納税制度の改定に 

  ついて 

 

 （２）寄附獲得額と住民税減収額

について 

 

 

 （３）ふるさと納税の取り組みに

ついて 

 

２ 教員の働き方改革について 

 （１）教員の時間外勤務の状況等

について 

 

 （２）部活動指導員の制度につい 

   て 

 

 （３）部活動指導員の配置につい 

   て 

 

① 過度な返礼防止のためにふるさと納税制度が改定され、6 月から施行されているが、ふるさと納税

制度がどのように改定されたのか、法規制のポイントを伺う。 

 

① 本市のここ 2、3年の「寄附獲得額と件数」、「住民税減収額と件数」はどのような状況なのか伺う。 

また、本市の住民が他自治体に寄附していることも現実であり、今後増加していくことも懸念される

が、本市に与える影響をどのように捉えているのか伺う。 

 

① ふるさと納税制度の改正に当たって、新たな取り組みを検討しているのか。また、他自治体に寄附

をしている人に対する対策は考えているのか伺う。 

 

 

① 本市の小学校・中学校教員の時間外勤務の状況や、負担の大きい業務等の状況などを把握している

のであれば伺う。 

 

① 部活動指導に従事する「部活動指導員」の主な仕事の内容と勤務時間について伺う。あわせて、報

酬や旅費などの人件費の額と、その財源の根拠についてはどうなっているのか伺う。 

 

① 県内では、秋田市や由利本荘市内の中学校にも配置していると聞いているが、それらの部活動指導

員の配置状況と、本市でも部活動指導員の配置を検討する考えはないか伺う。あわせて、部活動指導

員になるための資格等はどのようなものが必要なのか、また、その人材の確保は可能か伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 中山 一男 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

３ 保育所の再編と保育士の処遇改

善について 

 （１）保育所再編計画の方向性に

ついて 

 

 

 （２）保育士の現状と今後の見通

しについて 

 

 （３）保育士の処遇改善について 

 

 

４ 健康寿命延伸に向けた新たな取

り組みについて 

 

５ 健康経営に取り組む地元企業へ

の支援について 

 

 

① 第 9 次行政改革大綱における実行計画では、今年度中に「統合や廃園」を含めた再編等の方向性を

示した「子ども・子育て支援事業計画」を策定するということであるが、既に市としての方針が固ま

っているのか。具体的なものは出せなくても、方向性はどうなっているのか伺う。 

 

① 本市の保育士の現状と今後の見通しについて伺う。 

 

 

① 保育士の処遇改善（給与面や職場環境の見直し）をどのように考えているのか。また、具体策は考

えているのか伺う。 

 

① 第 7 次総合計画の策定に向け、健康寿命延伸のための新たな施策を検討しているものか伺う。 

 

 

① 健康経営優良法人の認定を目指し、健康経営に取り組む地元企業を支援する考えはないか伺う。 
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令和元年第５回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 6 質問者 倉岡 誠 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ 統合小学校の校名・校歌・校舎

について 

① これまでの「花輪北・平元小学校再編協議会」での協議・議論の経緯・経過を詳細に伺う。また、

教育委員会として、どのように指導したのか伺う。 

 

② 北秋田市は、統合校の校名を公募している。ちょうど鹿角市と同じケースで中学校 2校を統合、小

学校 2校を統合し、空き校舎になる中学校を改修して小学校の校舎としている。なぜ、鹿角市では公

募という選択肢はなかったのか伺う。 

 

③ 県内外各地で同様の統廃合が進められているが、どの地域も学校が地域コミュニティーの根幹をな

していることから、校歌は歌い継ぎたいとの意向を強く示し、残して歌い継ぐとしている。しかし、

新しい学校にふさわしい校歌が必要として広く公募をしている。実態を見るとき、まだ間に合う。今

一度、鹿角市も一考あるべきと思うが見解を伺う。 

 

④ 先にも少し触れたが、北秋田市では、空き中学校が小学生に適合した適切な校舎になるよう、改修

を行い統合小学校校舎として活用するとしているが、鹿角市では小学生にふさわしい校舎に適合する

よう対策は講じられたのか伺う。 
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